
 

平成２８年１０月２５日（２０１６） 第００４１号 

 

『ありがとう          院長メモ 

 

７０歳男性。病院側より癌のターミナル

期と紹介されたあたりから、違和感のある

家族関係でした。 

聞けば、かなりの亭主関白で家族を顧

みることもなく、退職後も身勝手な生活を

貫き通した方のようでした。いかにも冷え

切った夫婦関係、親子関係のように感じ

ながら数ヶ月を過ごしました。 

ある日の早朝、突然のコールあり。いよいよ最後の仕事になるかな、と思いながら

まだ暗い道を患家へ向かいました。 

「血圧が下がっています。朝までもたないかもしれません。」 

「ああ、そうですか。」と少し他人事のように話しながら「覚悟は出来ています。」  

「本当にわがままな人で・・・。娘たちにも優しくない人でした。」と奥様。 

しばらくして呼吸が止まり、一連の死亡確認作業を行なった後、御臨終の旨、御家

族に伝えました。 

 奥様は、いつものようにそっけなく「ありがとうございました。」と私に礼をのべ、私は

御家族に断りを入れて、茶の間で死亡診断書を書き始めました。 

 しばらくして、私の背後から突然叫ぶような慟哭が耳に入りました。驚いて振り向く

と、ベッドに横たわった御主人の御遺体に取りすがって、大きく体を震わせる奥様の脇

に、立ちつくす娘さん達の姿がありました。御主人の浴衣の胸ぐらを掴み、ゆすりなが

らの激しい悲しみでした。 

「私は 19 で沢内から出てきて 50 年間、あんたと居て楽しいことなんて、ただの一つも

なかった。あんたは身勝手なことばかり、私は毎日毎日泣いて暮らしていた。子供が

出来たって何も変わらなかった。早く別れて沢内に帰りたいとばっかり思い続けてい

た。でも、でも・・・。今あんたが死んでみてわかる。あんたと一緒になってよかった。今

まで幸せだった。ありがとう・・・ありがとう・・・」 

あの患者さんと奥様の間に何があって、何が大

きく変わったのかは、私には今も分かりません。 

ただ、“死”という誰にも訪れる出来事が、夫婦そ

して家族に何かを残していったことは確かなよう

です。 
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 ※ 都合により変更になる場合がございます。 

ご了承願います。 

★ 

      指導：東京女子医科大学皮膚科学教室 教授 川島 眞 
    （日本医師会「日医ニュース：健康ぷらざ No.469」より抜粋） 

乾燥肌とその対策  〜年齢や季節も影響します〜  

★ 

★ １１月１２日(土) 午後休診  

             放射線学会出席の為 

 

★ １１月１５日(火) 午後受付１７：００まで 

               八角医院祝賀会 

            出席の為 


